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緑が香る　潮が香る　歴史が香るまち

広
報

今月号のみどころ
Ｐ２～３
　町の財政状況公表

Ｐ６～９
　東くしらの子育て
　　　　　スクスク情報

表紙の説明
　５月 22日（金）、　東串良町・大崎町の児童を対象に、ヒ
ラメ稚魚放流体験を柏原海岸にて行いました。
　これは、東串良漁業協同組合が中心となって、栽培漁業の
一環として毎年行っている事業です。

５月１日現在／人口の動き
（外国人を含む）

転　入　46 人
転　出　25 人

出　生     ４人
死　亡     ５人

当月 （前月比）前月
（ ）13男 3,286 3,273

（ ）合　計 6,980 6,960
（ 18 ）世帯数 3,309 3,291

女 （3,694 3,687 ）
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農林水産業費（7.2%）

その他
（8.6%）

公債費
（11.5%）

衛生費
（10.7%）

土木費
（10.4%）

総務費
（13.2%）

民生費
（29.3%）

教育費
（9.1%）

歳  出
37億2,020万2千円

町　税
（27.2%）

その他
（5.9%）

地方消費税交付金
（1.8%）

繰越金
（7.6%）

国庫支出金
（9.６%）

県支出金
（7.8%）

町債
（0.00%）

地方交付税
（40.1%）

歳  入
36億2,492万5千円

一般会計
予算額43億8,026万２千円

歳　入 町　税 地方交付税 町　債 県支出金 国庫支出金 繰越金 地方消費税
交　付　金 その他 計

予 算 額 974,397 1,454,216 656,549 343,928 398,907 276,533 65,620 210,112 4,380,262

収入済額 986,303 1,454,216 0 280,557 346,784 276,533 65,620 214,912 3,624,925

収 入 率 101.22% 100.00% 0.00% 81.57% 86.93% 100.0％ 100.00% 102.28% 82.76%

平成26年度下半期（10月～３月）

　地方自治法第２４３条の３の規定及び東串良町財政事情の作成及び公表に関する条例の定めるところに
より、平成 26 年 10 月 1 日から平成 27 年３月 31 日までの期間における本町の財政事情についてのあら
ましを公表します。
　この公表は、毎年２回、町民の皆さんに町の財政がどのような状態にあり、皆さんから納めていただい
た税金などが町のためにどのように使われているかを知っていただき、町政について一層の理解を深めて
いただくため、お知らせしているものです。

町の財政状況を公表します

37億2,020万２千円
（執行率：84.93%）歳　出 36億2,492万５千円

（収入率：82.76%）歳　入

歳　出 農林水産業費 教育費 民生費 総務費 土木費 衛生費 公債費 その他 計

予 算 額 336,656 384,603 1,173,377 745,286 455,329 435,817 429,761 419,433 4,380,262

支出済額 266,812 339,189 1,090,605 489,705 388,739 396,605 429,705 318,842 3,720,202

執 行 率 79.25% 88.19% 92.95% 65.71% 85.38% 91.00% 99.99% 76.02% 84.93%

平成 27 年３月 31 日現在 平成 27 年３月 31 日現在
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土地
　　　   556,231㎡

建物
53,177㎡

山林
957,652㎡

有価証券・出資金
             23,689 千円

貸付金・基金
1,695,786 千円

証　券

区　分 調定額 収入済額 収入率
町 民 税 209,675 202,412 96.54%

固定資産税 741,626 711,702 95.97%

軽自動車税 25,373 21,862 86.16%

たばこ税 50,326 50,326 100.00%

合　 計 1,027,000 986,302 96.04%

町税の収入状況
（単位：千円、％）

区　分 金　額

一
般
会
計

政府資金（財務省） 3,171,074
地方公共団体金融公庫 174,854

その他の金融機関 357,250

保険会社等 321,638

その他（振興資金） 45,059

簡易水道 121,580

合　　計 4,191,455

（単位：千円）
町債（町の借金）の現在高

特別会計（単位：千円）

科　　目 収入済額
後期高齢者医療保険料 46,366
繰 入 金 43,590
そ の 他 102
合 計 90,058

科　　目 支出済額
後期高齢者医療広域連合納付金 87,508
総 務 費 153
そ の 他 57
合 計 87,718

執行率 97.61％収入率 100.22％

後期高齢者医療 予算額 89,863 千円

科　　目 支出済額
簡易水道費 48,154
公 債 費 30,536

合 計 78,690

科　　目 収入済額
事 業 収 入 97,577
繰 入 金 0
繰 越 金 0
そ の 他 101,387
合 計 198,964

簡易水道 予算額 197,715 千円

執行率 39.80％収入率　100.63％

科　　目 収入済額
サービス収入 2,166
繰 入 金 1,893
繰 越 金 1,950
合 計 6,009

科　　目 支出済額
総 務 費 2,626
諸 支 出 金 1,950

合 計 4,576

執行率 76.59％収入率 100.57％

予算額 5,975 千円介護保険（サービス事業）

平成 27 年３月 31 日現在
町有財産の現在高

科　　目 支出済額
保険給付費 772,918
総 務 費 12,046
諸 支 出 金 25,611
そ の 他 5,185
合 計 815,760

執行率 90.15％収入率 99.57％

介護保険（保険事業） 予算額 904,881 千円
科　　目 収入済額
保 険 料 119,852
支払基金交付金 220,814
国庫支出金 256,120
繰 入 金 124,455
そ の 他 179,788
合 計 901,029

科　　目 収入済額
国民健康保険税 230,061
国庫支出金 272,379
繰 入 金 156,476
そ の 他 448,021
合 計 1,106,937

科　　目 支出済額
保険給付費 710,131
後期高齢者支援金 121,102
共同事業拠出金 160,163
そ の 他 83,836
合 計 1,075,232

執行率 85.88％収入率 88.41％

国民健康保険 予算額 1,252,029 千円
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大
雨
や
台
風
な
ど
の
影
響
に
よ
る
自
然
災
害
が
発
生
し
や
す
い
時
期

に
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
局
地
的
に
短
時
間
で
大
雨
を
降
ら
す
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
、
強

い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
九
州
に
接
近
す
る
台
風
な
ど
災
害
の
危
険
度
が

増
し
て
き
て
い
ま
す
。
気
象
情
報
を
な
る
べ
く
多
く
収
集
し
、
早
め
の
避

難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

［
屋
内
で
は
］

■�
停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電
灯
や

ラ
ジ
オ
を
準
備
す
る
。

■�

避
難
に
備
え
て
、
貴
重
品
な
ど

の
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
を

す
る
。

■
台
風
情
報
を
注
意
深
く
聞
く
。

■
む
や
み
に
外
出
し
な
い
。

■�

飲
料
水
等
の
非
常
食
を
確
保
し

て
お
く
。

■�

浸
水
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
る
と

こ
ろ
で
は
、
家
財
道
具
や
食
料

品
・
衣
類
・
寝
具
な
ど
の
生
活

用
品
を
高
い
場
所
へ
移
動
す
る
。

■�

病
人
や
乳
幼
児
、
身
体
の
不
自

由
な
人
な
ど
を
、
安
全
な
場
所

へ
移
す
。

［
屋
根
］

■�

瓦
の
ひ
び
・
割
れ
・
ず
れ
・
は

が
れ
が
な
い
か
。

■�

ト
タ
ン
の
め
く
れ
・
は
が
れ
が

な
い
か
。

［
窓
ガ
ラ
ス
］

■�

ひ
び
割
れ
、
窓
枠
の
ガ
タ
ツ
キ

が
な
い
か
。
ま
た
、
強
風
に
よ

る
飛
来
物
な
ど
に
備
え
て
、
外

部
か
ら
板
で
ふ
さ
ぐ
な
ど
の
処

置
を
す
る
。

［
外
壁
］

■�

モ
ル
タ
ル
の
壁
に
、
亀
裂
は
な

い
か
。

■�

板
壁
に
、
腐
り
や
浮
き
は
な
い
か
。

［
雨
ど
い
・
雨
戸
］

■�
雨
ど
い
に
、
落
ち
葉
や
土
砂
が

詰
ま
っ
て
な
い
か
。
継
ぎ
目
の

は
ず
れ
や
塗
装
の
は
が
れ
、
腐

り
は
な
い
か
。

■�

雨
戸
に
、
ガ
タ
ツ
キ
や
ゆ
る
み

は
な
い
か
。

［
ベ
ラ
ン
ダ
］

■�

鉢
植
え
や
、
物
干
し
竿
な
ど
、

飛
散
の
危
険
が
高
い
も
の
は
室

内
へ
入
れ
て
お
く
。

○�

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
最
新
の

気
象
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

○�

災
害
時
の
安
否
の
連
絡
手
段

は
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

（
１
７
１
）
な
ど
を
利
用
す
る
。

○�

徒
歩
で
避
難
で
き
る
場
合
は
、

な
る
べ
く
徒
歩
で
の
避
難
を
！

　

�

車
を
使
っ
て
の
避
難
に
は
、
危

険
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○�

町
役
場
な
ど
か
ら
避
難
の
呼
び

か
け
が
な
く
て
も
、
各
自
が
洪

水
や
崖
崩
れ
な
ど
の
危
険
を
感

じ
た
場
合
に
は
、
自
主
的
に
避

難
し
ま
し
ょ
う
。

　防
災
対
策
は
万
全
に
！

　 

〜
避
難
時
の
心
得
〜

衛星通信
全国瞬時警報システム

ＡＬＥＲＴＪ－ 　ＪーＡＬＥＲＴ（ジェイ・
アラート）とは、全国瞬時警
報システムの通称です。情報
を受信すると、サイレン（警
報）が鳴ります。テレビ・ラジ
オ等の情報に十分注意し、冷
静な行動をお願いします。

震度速報（震度４以上）

津波警報（津波注意報は除く）
国民保護（武力攻撃）に関する情報など

受信情報を素早く広報します。 防災無線による周知

自然災害に備える!!
特 集

■お問い合せ先　　東串良町役場総務課　☎ 0994（63）3131

町消防団活動（１月４日：消防出初式）

42015.6 広報



　歯を失う原因はむし歯だけではありません。多くの人が歯周病によって歯を失っています。歯周
病は歯ぐきや歯槽骨（歯を支えている骨）に炎症が起こり、ひどくなると歯が抜けてしまう病気です。
　自分の歯を大切にし、8020（80歳で自分の歯 20本）を目指すためにも、この機会にぜひ歯周
疾患検診を受診しましょう。

◆対 象 者：今年度 40・50・60・70歳の方　※総義歯の方は対象外になります。
◆検診方法：町内の歯科医院（重久・吉留歯科医院）での検診になります。
　　　　　　必ず、予約（電話）をしてから受診してください。
◆検診期間：平成27年7月1日（水）～９月30日（水）まで
◆検診料金：国保の方・社保非課税世帯の方：無料　　
　　　　　　社保課税世帯の方：500円
なお、詳細につきましては、別途お配りします対象者への通知をご覧ください。　

＊おくりたい  未来の自分に  きれいな歯＊
歯周疾患検診を受けましょう！ 歯周病・むし歯は早期発見・

早期治療が大切です

【お問い合せ先】東串良町役場福祉課　国保保健衛生係　　☎（63）3103　（内線 126）

むし歯や歯周病から歯と口の健康を守るためには、毎日の歯みがきがとても大切です。
正しいブラッシングによるセルフケアで、歯と口の健康管理を！

受診された方には、
歯ブラシをプレゼント♪

健康なお口で

歯
は

つらつ生活

　暮らしの保健室はだれでもゆったり過ごせる開かれた場所です。
　本町でも全国にならって開設いたします。
　開設場所：東串良町郷土研修館　　
　開設日時：毎週　火・水・木曜日の 10：00 ～ 15：00
　★�当番のスタッフが居場所を提供したり相談相手になったりします。

・ 日　時：７月 30 日　木曜日　10:00 ～
・ 場　所：暮らしの保健室（東串良町郷土研修館）
・内　容：簡単☆おにぎらずと簡単☆お味噌汁の作り方講習会
・参加費：材料代　200 円
・連絡先：携帯　070-1941-6861（林）まで
・持ち物：エプロン、三角巾、参加費

東串良町 暮らしの保健室
７月１日㈬　スタート

開　設
のびる館

●⃝・ イベント お知らせ ・⃝●

■お問い合せ先 東串良町福祉課福祉係���☎0994（63）3103　　東串良町社会福祉協議会���☎0994（63）4760

ご飯が炊きあがるまで時間、
針と糸でチクチク縫い !!
小物を作りましょう !!

どなたでも
参加できます !!
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母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

医
療
機
関
な
ど
で
の
検
査
の
結

果
、
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
、
で
き

る
だ
け
妊
娠
11
週
以
内
に
妊
娠
の

届
出
を
し
て
、
母
子
健
康
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

母
子
健
康
手
帳
は
、
母
子
の
健

康
や
発
育
・
発
達
、
予
防
接
種
の

記
録
帳
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。

妊
婦
健
康
診
査

　

妊
婦
の
疾
病
異
常
の
早
期
発
見

と
早
期
治
療
を
図
る
た
め
、
妊
婦

健
康
診
査
を
医
療
機
関
等
に
お
い

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

委
託
医
療
機
関
等
に
お
い
て
妊

娠
期
間
中
14
回
を
限
度
と
し
て
、

妊
婦
健
康
診
査
が
無
料
で
受
診
で

き
ま
す
。

ペ
ン
ギ
ン
（
両
親
）
学
級

　

４
回
を
１
ク
ー
ル
と
し
て
、
妊

婦
及
び
夫
婦
を
対
象
に
、
妊
娠
・

出
産
・
育
児
に
つ
い
て
一
緒
に
学

習
す
る
ほ
か
、
友
だ
ち
づ
く
り
や

情
報
交
換
の
場
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。（
年
12
回
）

シ
ャ
ボ
ン
玉
教
室

（
２
歳
・
２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診
）

　

２
歳
０
～
２
か
月
児
、
２
歳
６

～
８
か
月
児
を
対
象
に
、
歯
科
健

診
、
フ
ッ
素
塗
布
及
び
歯
科
保
健

指
導
を
行
い
ま
す
。
保
護
者
の
歯

周
病
チ
ェ
ッ
ク
も
希
望
者
に
実
施

し
て
い
ま
す
。（
年
４
回
）

３
歳
児
健
診

　

３
歳
３
～
５
か
月
児
を
対
象

に
、
精
神
発
達
等
の
確
認
及
び
検

尿
・
視
聴
覚
検
査
を
行
い
、
疾
病

の
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
科
健
診
、
フ
ッ
素
塗
布

及
び
歯
科
保
健
指
導
も
行
い
ま
す
。

保
護
者
の
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
も
希
望

者
に
実
施
し
て
い
ま
す
（
年
４
回
）

　町では、子どもたちの健全育成や子育てしやすい環境づくりのため、様々な�
子育ての負担を軽減できる各種制度があります。ぜひご利用ください。

東 く し ら の

子育て
スクスク情報

妊
産
婦
・
新
生
児
訪
問
指
導

　

妊
産
婦
及
び
新
生
児
を
対
象

に
、
訪
問
を
行
い
ま
す
。

乳
児
健
診
・

　
　
　
７
か
月
児
健
診

　

生
後
３
～
５
か
月
、
６
～
８
か

月
の
乳
児
を
対
象
に
、
発
育
・
発

達
の
確
認
及
び
疾
病
等
の
早
期
発

見
を
図
る
こ
と
と
育
児
等
に
関
す

る
相
談
を
行
い
ま
す
。（
年
６
回
）

乳
児
一
般
健
康
診
査

　

生
後
９
～
11
か
月
児
の
乳
児
を

対
象
に
、
委
託
医
療
機
関
に
お
い

て
健
康
診
査
が
無
料
で
受
診
で
き

ま
す
。

１
歳
６
か
月
児
健
診

　

１
歳
６
～
８
か
月
児
を
対
象

に
、
運
動
機
能
・
精
神
発
達
等
の

確
認
及
び
疾
病
等
の
早
期
発
見
に

努
め
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
の

自
立
、
栄
養
等
育
児
に
関
す
る
相

談
等
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
科
健
診
、
フ
ッ
素
塗
布

及
び
歯
科
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

保
護
者
の
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
も
希
望

者
に
実
施
し
て
い
ま
す
。（
年
４
回
）
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母
子
健
康
相
談

　

乳
幼
児
の
身
体
測
定
及
び
保
健

指
導
等
を
行
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
健
康

な
ど
に
つ
い
て
心
配
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。（
偶
数
月
に
開
催
）

は
み
が
き
教
室

　

６
歳
臼
歯
の
生
え
る
前
・
永
久

歯
に
生
え
変
わ
る
前
の
４
歳
６
～

11
か
月
児
を
対
象
に
、歯
科
集
団
・

個
別
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
育
児
・
発
達
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。（
年
２
回
）

フ
ッ
素
洗
口

　

町
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
に
通
っ

て
い
る
満
３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
を

対
象
に
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
フ
ッ

素
洗
口
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
各
園
で
希
望
す
る
対
象
児
に

行
っ
て
い
ま
す
。）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

青
葉
保
育
園
内
に
あ
る
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
館
に
お

い
て
、
室
内
で
の
遊
び
場
の
提
供

や
園
庭
開
放
、
育
児
相
談
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

０
歳
か
ら
就
学
前
の
お
子
様
を

お
持
ち
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
、

無
料
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ひ
ま
わ
り
館
（
電

話
０
９
９
４
ー
63
ー
５
５
３
３
）

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

認
可
保
育
所

　

保
護
者
が
仕
事
、
病
気
、
病
人

の
介
護
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
の
児
童

を
保
育
で
き
な
い
場
合
に
保
護
者
に

代
わ
っ
て
保
育
す
る
施
設
で
す
。

　

保
育
料
は
、
児
童
の
年
齢
及
び

そ
の
世
帯
に
お
け
る
所
得
税
額
・

住
民
税
額
等
で
異
な
り
ま
す
。

【
東
串
良
町
内
の
保
育
所
】

　

青
葉
保
育
園　

定
員　

80
人

　

豊
栄
保
育
園　

定
員　

80
人

　

柏
原
保
育
園　

定
員　

60
人

　
　放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

保
育
所
等
の
施
設
で
、
放
課
後

や
土
曜
日
の
昼
間
な
ど
保
護
者
の

い
な
い
家
庭
の
小
学
校
低
学
年
児

育
成
医
療

　

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
で
、
身

体
の
障
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
指

定
医
療
機
関
で
手
術
な
ど
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
時
に
医
療
費
の
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

自
己
負
担
は
医
療
費
の
１
割

で
、
所
得
に
応
じ
上
限
額
が
設
定

さ
れ
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
及
び

２
級
の
方
、
療
育
手
帳
の
Ａ
１
・

Ａ
２
・
Ｂ
１
（
知
能
指
数
35
以
下
）

の
方
、
及
び
身
体
障
害
者
手
帳
３

級
で
か
つ
療
育
手
帳
Ｂ
１
・
Ｂ
２

（
知
能
指
数
50
以
下
）
の
重
複
障

害
の
あ
る
方
を
対
象
に
保
険
診
療

に
よ
る
自
己
負
担
分
を
全
額
助
成

し
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
金

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
又
は
母
及

び
児
童
、
並
び
に
父
母
の
な
い
児

童
に
か
か
る
医
療
費
の
う
ち
、
保

険
診
療
に
よ
る
自
己
負
担
分
を
全

額
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
期
間
は
、
該
当
す
る
児
童

が
18
歳
に
な
っ
た
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
（
父
又
は
母
の

童
等
を
お
預
か
り
し
、
遊
び
を
主

と
す
る
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

青
葉
・
豊
栄
児
童
ク
ラ
ブ

【
開
設
時
間
】　

　

平　

日　
　

下
校
後
～
18
時

　

土
曜
日　
　

８
時
～
18
時

　

長
期
休
暇　

８
時
～
18
時

柏
原
児
童
ク
ラ
ブ

【
開
設
時
間
】　

　

平　

日　

下
校
後
～
18
時
30
分

　

土
曜
日　

７
時
30
分
～
18
時
30
分

　

長
期
休
暇

　

７
時
30
分
～
18
時
30
分

養
育
医
療

　

養
育
の
た
め
病
院
又
は
診
療
所

に
入
院
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る

未
熟
児
（
生
ま
れ
た
と
き
の
体
重

が
２
，０
０
０
グ
ラ
ム
以
下
の
赤

ち
ゃ
ん
、あ
る
い
は
健
全
な
赤
ち
ゃ

ん
よ
り
生
活
能
力
が
著
し
く
劣
っ

て
お
り
、
家
庭
で
保
育
す
る
こ
と

が
難
し
く
、
医
師
が
入
院
治
療
を

必
要
と
認
め
た
赤
ち
ゃ
ん
）
は
、

県
が
指
定
し
た
医
療
機
関
に
入
院

し
治
療
し
た
場
合
に
、
必
要
な
医

療
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

場
合
は
末
子
が
該
当
す
る
期
間
ま

で
）
で
す
。

児
童
手
当

　

児
童
手
当
は
、
父
母
そ
の
他
の

保
護
者
が
子
育
て
に
つ
い
て
の
第

一
義
的
責
任
を
有
す
る
と
い
う
基

本
的
認
識
の
下
に
、
児
童
を
養
育

し
て
い
る
者
に
児
童
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
等
に
お

け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児

童
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

支
給
期
間

　

生
ま
れ
た
日
の
翌
月
か
ら
15
歳

に
な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
）

支
給
額
（
月
額
）

３
歳
未
満
の
児
童

＝
月
額
１
５
，
０
０
０
円

３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　

第
１
子
・
第
２
子

＝
月
額
１
０
，
０
０
０
円

　

第
３
子
以
降

＝
月
額
１
５
，
０
０
０
円

　

中
学
生＝

月
額
１
０
，
０
０
０
円

　

特
例
給
付

＝
月
額　

５
，
０
０
０
円
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生
児
が
出
生
す
る
以
前
か
ら
東

串
良
町
に
３
年
以
上
住
所
を
有

す
る
こ
と
。

※�

た
だ
し
、
新
生
児
が
出
生
す
る
以

前
の
、
養
育
者
が
住
所
を
有
す
る

期
間
が
、
要
件
に
満
た
な
い
場
合

は
、
要
件
の
期
間
に
達
し
た
と
き

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

●�

申
請
時
に
当
該
新
生
児
が
生
存

し
て
い
な
い
と
き
。

●�

出
生
届
を
行
う
前
に
養
育
者
が

転
出
の
届
出
を
し
た
と
き
。

●�

新
生
児
誕
生
後
、
そ
の
新
生
児

が
14
日
以
内
に
死
亡
し
た
と
き
。

●�

新
生
児
の
世
帯
が
町
税
や
負
担
金
、

使
用
料
等
を
滞
納
し
て
い
る
と
き
。

●�

そ
の
他
、
町
長
が
適
当
で
な
い

と
認
め
る
と
き
。

出
産
育
児
一
時
金

　

妊
娠
12
週
以
上
で
出
産
し
た
と

き
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
か

ら
、子
供
１
人
に
つ
き
42
万
円（
こ

の
う
ち
1.6
万
円
は
産
科
医
療
補
償

制
度
の
保
険
料
）
が
出
産
育
児
一

時
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
在
胎
週
数
が
22
週
未

満
で
「
産
科
医
療
補
償
制
度
」
の

加
算
の
対
象
に
な
ら
な
い
出
産
の

場
合
は
40
・
４
万
円
に
な
り
ま
す
。

重
度
障
害
児
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額
（
月
額
）

【
平
成
27
年
４
月
以
降
】

　
　
　
　

１
４
，
１
４
０
円

介
護
者
福
祉
手
当

　

障
害
児
福
祉
手
当
を
受
給
し
て

い
る
お
子
さ
ん
を
現
に
扶
養
し
、

介
護
又
は
監
護
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
額
（
月
額
）
８
，
０
０
０
円

　

支
給
月　

９
月
・
３
月

次
に
該
当
す
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん

●�

対
象
児
が
宿
泊
を
伴
う
入
院
及

び
施
設
入
所
等
に
よ
り
一
時
的

に
在
宅
介
護
を
必
要
と
し
な
く

な
っ
た
日
の
属
す
る
月
。

●�

介
護
者
が
生
活
保
護
法
に
規
定

す
る
被
保
護
者
で
あ
る
と
き
。

●�
介
護
を
怠
っ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
。

●�

町
税
や
負
担
金
、
使
用
料
等
を

滞
納
し
て
い
る
と
き
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業

　

生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
が
い

る
ご
家
庭
を
対
象
に
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
町
の
委
託

し
た
保
育
士
等
が
、
ご
家
庭
を
訪

問
し
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
不
安
や

悩
み
を
一
緒
に
考
え
、
子
育
て
支
援

に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

東
串
良
町
赤
ち
ゃ
ん

　
す
こ
や
か
支
援
事
業

　

本
町
の
町
民
と
し
て
出
生
し
た

子
ど
も
の
誕
生
を
祝
福
し
、
子
育

て
家
庭
へ
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

と
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
出
生
祝
金
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

支
給
額

　

第
１
子　
　

３
０
，
０
０
０
円

　

第
２
子　
　

５
０
，
０
０
０
円

　

第
３
子
以
降１

０
０
，
０
０
０
円

支
給
要
件

●�

第
１
子
の
場
合
、
養
育
者
は
新

生
児
が
出
生
す
る
以
前
か
ら
東

串
良
町
に
１
年
以
上
住
所
を
有

す
る
こ
と
。

●�

第
２
子
の
場
合
、
養
育
者
は
新

生
児
が
出
生
す
る
以
前
か
ら
東

串
良
町
に
２
年
以
上
住
所
を
有

す
る
こ
と
。

●�
第
３
子
の
場
合
、
養
育
者
は
新

支
払
時
期

　

児
童
手
当
は
、
原
則
と
し
て
毎

年
２
月
、
６
月
、
10
月
に
そ
れ
ぞ

れ
前
月
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

所
得
及
び
現
況
を
確
認
す
る
た
め
、

毎
年
６
月
中
に
現
況
届
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
又
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ

と
り
親
家
庭
）
の
生
活
安
定
と
自

立
の
促
進
に
寄
与
し
、
子
ど
も
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

支
給
期
間
は
、
該
当
す
る
児
童

が
18
歳
に
な
っ
た
以
降
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
（
障
害
の
あ
る
児

童
に
つ
い
て
は
20
歳
未
満
）で
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
を
超
え
る

場
合
や
対
象
児
童
が
乳
児
院
や
児

童
養
護
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い

る
場
合
、
父
又
は
母
に
事
実
上
婚

姻
と
同
様
の
状
態
に
あ
る
者
が
い

る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
額
（
月
額
）

【
平
成
27
年
４
月
以
降
】

　

全
部
支
給（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

＝
４
２
，
０
０
０
円

　

一
部
支
給（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

　
　
　

＝
９
，
９
１
０
円
～

４
１
，
９
９
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

法
に
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る

障
害
を
持
つ
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
又
は
母
、
も
し

く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
を
超
え
る

場
合
や
対
象
児
童
が
障
害
を
理
由

と
し
て
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る

場
合
、
心
身
障
害
児
童
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

支
給
額
（
月
額
）

【
平
成
27
年
４
月
以
降
】

　

１
級
（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

　
　
　

＝
５
１
，
１
０
０
円

　

２
級
（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

　
　
　

＝
３
４
，
０
３
０
円

※ 

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
金

に
つ
い
て
は
、
所
得
及
び
現
況
を
確

認
す
る
た
め
、
毎
年
８
月
中
に
現
況

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
の
日
常
生
活
に
お
い

て
、
常
時
介
護
を
要
す
る
在
宅
の
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子
ど
も
の
予
防
接
種

　

定
期
予
防
接
種
は
、
平
成
25
年

４
月
よ
り
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
事
前
に

予
防
接
種
の
予
診
票
と
資
料
を
配

付
し
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
資
料
を
よ
く
お
読
み

に
な
り
、
医
療
機
関
に
て
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

【
定
期
予
防
接
種
の
種
類
】

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

・
四
種
混
合

　

�（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・
百

日
咳
・
急
性
灰
白
髄
炎
）

・�

三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
・
百
日
咳
）

・
ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）

・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
）

・
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
）

・
日
本
脳
炎

・
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

・
水
痘

か
ご
し
ま
子
育
て

　
　
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト

　

こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
は
、
少

子
化
が
進
む
な
か
地
域
の
企
業
等

が
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
を
支
援

す
る
事
業
で
、
満
18
歳
以
下
の
子

供
が
い
る
世
帯
や
妊
娠
中
の
方
が

い
る
世
帯
を
対
象
に
パ
ス
ポ
ー
ト

を
交
付
し
、
鹿
児
島
県
内
の
協
賛

店
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
協
賛
店

独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

事
業
で
す
。

　

協
賛
店
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
鹿

児
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

■
お
問
い
合
せ
先
・
申
込
先

　

東
串
良
町
役
場　

福
祉
課

　

福
祉
係
・
国
保
保
健
衛
生
係

　

☎
０
９
９
４
ー
63
ー
３
１
０
３

子
ど
も
医
療
費
助
成
金

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
は
、

平
成
27
年
４
月
１
日
診
療
分
よ
り
、

０
歳
か
ら
15
歳
（
15
歳
到
達
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
が
全

額
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
乳
幼
児
か
ら
子

ど
も
に
か
か
る
医
療
費
を
助
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
親
の
負
担
を
軽

減
し
、
子
ど
も
の
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
促
進
し
な
が
ら

健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。

対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
子
ど
も

（
０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
。）（
※
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
・
ひ

と
り
親
医
療
費
助
成
の
対
象
者
で

あ
る
子
ど
も
及
び
生
活
保
護
世
帯

は
除
き
ま
す
。）

受
給
期
間

　

一
般
診
療
・
歯
科
診
療
と
も
、

０
歳
か
ら
15
歳
に
な
っ
た
日
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
。

助
成
額

　

医
療
保
険
適
用
と
な
る
医
療
費

（
病
院
の
通
院
・
入
院
や
薬
局
で
の

薬
代
等
）
の
一
部
負
担
金
（
自
己

負
担
し
た
額
）
を
、
平
成
27
年
４

月
診
療
分
よ
り
全
額
助
成
し
ま
す
。

町内協賛店
（有）倉内本店 東串良物産館　「ルピノンの里」

海鮮遊彩　まえだ家 ラーメン　まえだ

センス＆おしゃれ　おがた 宮田金物店

前田薬品 （有）ドラッグサツタニ

アフラック代理店　櫻木孝志 鹿児島相互信用金庫　串良支店

サラダ館　柏原店 公文式　東串良教室

更新がお済でない方は、お早めに更新手続きをしてください。

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
受
け
る

に
は
、
病
院
受
診
時
（
薬
局
も
含

む
）
に
、
保
険
証
と
一
緒
に
受
給

資
格
者
証
の
提
出
が
必
要
で
す
。

受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
（
未
申
請
や
紛
失
等
）
は
、

役
場
福
祉
課
の
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

助
成
さ
れ
な
い
医
療
費

　

予
防
接
種
・
定
期
検
診
・
診
断

書
な
ど
の
保
険
適
用
外
の
医
療
費

や
、
公
的
補
助
（
高
額
医
療
費
・

他
方
制
度
に
よ
る
附
加
給
付
）
の

あ
る
部
分
に
つ
い
て
の
医
療
費
は

助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他

　

県
外
の
病
院
等
を
受
診
し
た
場

合
は
、
県
外
で
は
受
給
資
格
者
証

は
利
用
で
き
な
い
の
で
、
診
療
点

数
付
き
の
領
収
書
及
び
印
鑑
（
認

め
可
）
を
持
っ
て
、
役
場
福
祉
課

に
て
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
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知っておこう【糖尿病】のこと！
糖尿病の誘因

糖尿病は加齢のほか⽇常の⽣活習慣が誘因となって発病するので、「⽣活習慣病」といわれています。そし
て、糖尿病の患者数は年々増え続けています。
その理由は、現代社会そのものが糖尿病を増やす⽣活習慣を⽣みやす造にあるからです。
⾷べすぎ、運動不⾜、ストレス、アルコールの飲みすぎなど、どれをとっても現在増え続けている事柄で、外⾷

産業の隆盛や⾃動⾞社会の繁栄、肥満の増加、ストレス社会など、糖尿病を招きやすい条件はたくさんそろっ
ています。
また、これらの⽣活習慣にかかわる誘因とともに、糖尿病の発病には遺伝的な素因も深く関係しているため、

⾎縁者に糖尿病の⼈がいる場合にはとくに注意が必要です。

放置すると⾎管や神経が冒されます！
⾃覚症状がないからと糖尿病を放置していると、⾼⾎糖は全⾝のさなざまな臓器を障害します。とくに冒され

やすいのは、神経と⾎管を中心とした臓器で、神経障害、眼球の網膜に出⾎する網膜症、腎臓の機能が低
下する腎症の三つが起こりやすく、これを三大合併症と呼んでいます。

神経障害

全⾝の神経の働きが鈍り、さまざまな症状が現れます。主な症状は、⾜先や手先がしびれる、麻痺した感
じがする、痛い、⾜が冷たい・ほてる、⼒がぬける、勃起障害（ＥＤ）、⽣理が乱れてくる、閉経が早い、
便秘・下痢になりやすい、たちくらみがする、額や顔に汗をかきやすい、などです。

網 膜 症

糖尿病による網膜症は成⼈後の失明の主要原因の⼀つで、年間約3,000⼈が糖尿病により光を失って
います。症状は、視⼒が落ちる、物がゆがんで⾒える、目の前にひもや点が⾒える、視野が⽋けるなどです
が、⾼度の視覚障害に⾄る直前まで症状がないことも少なくありません。

腎 症

腎臓の働きが低下してくると、だるい、疲れる、⾜がむくむ、貧⾎になる、吐き気がする、息苦しいなどの症
状が現れますが、これらの症状が現れたときには腎機能はかなり低下していて、⼈工透析を受けないと⽣
命を維持できない状態も近いといえます。年間１万⼈以上が、糖尿病による腎症が原因で⼈工透析を
始めており、⼈工透析が必要になる原因の第⼀位を占めています。

そ の 他

⾜の壊疽〈えそ〉も合併症の⼀つで、⾜を切断しなければならないこともあります。
また、動脈硬化から心筋梗塞や脳梗塞の危険性も⾼くなりますし、感染症にか
かりやすい、⾍⻭・⻭周病や⾜の⽔⾍になりやすいなど、糖尿病は全⾝の⾄ると
ころに影響を及ぼします。

知っておこう【糖尿病】のこと！
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【東串良町の『糖尿病』の状況を分析！】 

 先月号で、本町の『高血圧』の現状を報告しましたが、今回は本町において、高血圧・脂質異常症の

次に、脳血管疾患や虚血性心疾患の基礎疾患として多い、『糖尿病』の現状をお伝えします。 

 

 グラフより、本町の糖尿病の方は、脳血管疾患や虚血性心疾患にかかる割合が高いことがわかります

が、中でも虚血性心疾患へと重症化する割合が高いようです。それでは実際に、平成 25 年度の本町の

特定健診受診結果より、糖尿病検査項目の一つである「HbA1c」の検査結果から血糖コントロール状

況をみてみよう！ 

 

 25 年度に特定健診を受診された 746 名の中で、正常内は半数近く、残り半数は保健指導判定値以

上の方々です。中でも、受診勧奨判定値以上の方が 72 名（9.7%）おり、HbA1c7.4 以上の方が 29

名（3.9%）、8.4 以上の方が 12 名（1.6%）と合併症の危険が高まる値の方もいます。健診の結果か

ら、精密検査の紹介状を渡された場合は、早めに医療機関を受診し、生活習慣を見直すことも必要です。 

 

 グラフより、重症化しやすい「HbA1c6.5 以上」の方は年々増加傾向にあるようです。糖尿病の放置

や、治療中であっても血糖値コントロール不良であれば、合併症や重症化へと進行していく怖い病気で

す。油断は禁物。１年に 1 回は特定健康診査を受け、ご自身の血糖値に関心を持つことが大切です。 

　HbA1cの年次比較

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

H25 350 46.9% 86 11.5% 37 5.0% 20 2.7% 15 2.0% 29 3.9% 12 1.6%

上段：NGSP値

下段：JDS値

再掲

8.4以上
（8.0以上）

7.4以上
（7.0以上）

最低限達成が
望ましい目標

合併症予防の
ための目標

糖尿病

合併症の危険が
更に大きくなる

受診勧奨判定値

割合人数

746 238 31.9%

HbA1c測定

5.5以下
（5.1以下）

正常
糖尿病の可能性が

否定できない

8.0以上
（7.6以上）

保健指導判定値

5.6～5.9
（5.2～5.5）

正常高値

7.0～7.9
（6.6～7.5）

6.5～6.9
（6.1～6.5）

6.0～6.4
（5.6～6.0）

重症化しやすいHbA1c6.5以上の方の現状は （NGSP値）

未治療 治療

107 192 107 34 1

24.3% 43.5% 24.3% 97.1% 2.9%

14 0

100.0% 0.0%

327 173 39 34 3

56.8% 30.0% 6.8% 91.9% 8.1%

21 2

91.3% 8.7%

245 177 66 20 31

45.5% 32.8% 12.2% 39.2% 60.8%

6 23

20.7% 79.3%

517 52 28 16 31

80.3% 8.1% 4.3% 34.0% 66.0%

10 20

33.3% 66.7%

350 238 86 32 40

46.9% 31.9% 11.5% 44.4% 55.6%

8 27

22.9% 77.1%

H25

746
72

9.7%

35

4.7%

H23

H22

H21

年度 5.5以下
HbA1c
測定

6.0～6.45.6～5.9

9.5%

51

再）7.0以上

6.5以上

6.4%

37

539

576

441

30

3.2%

14

4.7%

644

H24
7.3%

47

再掲

7.9%

35

4.0%

23

5.4%

29

7.9%

6.4%

9 .5%

7 .3%

9 .7%

3.2%

4.0%

5.4%

4.7%

4.7%

 

6 月 21 日は父の日 

健康で元気なお父さんでいてね❤ 

糖尿病を放

置するとど

うなるの？

東串良町の
糖尿病の状況を分析！
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や
け
い
牧
等
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
背
が

強
く
肢
蹄
の
し
っ
か
り
し
た
牛
を
育
て
て

ほ
し
い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

☆
印
の
７
頭
が
肝
属
春
季
畜
産
共
進
会
へ

の
出
品
牛
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
審
査
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

〔肉用牛若雌一部〕

最優秀賞
稲村　博 「あみ」

稲隈　哲夫「ひめこ」

優秀賞
川路　重則「ゆりはな」

米良　幸治「かつはる」
〔肉用牛若雌二部〕

最優秀賞
６席 清水　龍志「はるひめ」

最優秀賞 永田　客藏「みなみ」
〔肉用牛若雌三部〕

最優秀賞
４席 外園　龍一「よしゆり」

〔団体成績〕
団体優勝 田代支所
二　位 佐多支所
三　位 垂水支所
四　位 串良支所
五　位 東串良支所

元
気
な
ま
ち
の
　
　
　
　
　 

情
報

【お問い合せ先】
東
串
良
町
役
場
経
済
課　
　
　
　
　
　
　

☎
（
63
）３
１
２
３

大
隅
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課　
　
　
　

☎
（
52
）
２
１
４
４

鹿
児
島
き
も
つ
き
農
協　

東
串
良
支
所　

☎
（
63
）
２
５
２
５

農
政

経
済

　

４
月
28
日
、
春
季
畜
産
共
進
会
が
町
畜
産

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
畜
産
農
家
の
方
々

が
日
頃
か
ら
大
切
に
育
て
た
自
慢
の
牛
46

頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
若
雌
１
部
（
月
齢
12
ヶ
月
未

満
）
に
16
頭
、
若
雌
２
部
（
月
齢
12
ヶ
月
～

16
ヶ
月
）
に
19
頭
、
若
雌
３
部
（
月
齢
17
ヶ

月
～
23
ヶ
月
）
に
11
頭
の
出
品
が
あ
り
そ
れ

ぞ
れ
体
積
・
均
称
・
資
質
・
品
位
な
ど
各
項

目
の
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
３
部
に
出
品
さ
れ
た
外
園

龍
一
さ
ん
所
有
の
「
よ
し
ゆ
り
」
号
が
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
団
体
賞
で
は
岩
弘
支
部
と
新
川

西
支
部
が
接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
新
川
西

支
部
に
軍
配
が
上
が
り
、
昨
年
秋
の
共
進

会
に
続
き
、
優
勝
し
ま
し
た
。

　

審
査
講
評
で
は
鹿
児
島
き
も
つ
き
農
業

協
同
組
合
畜
産
部
の
白
川
聡
部
長
が
「
粒

揃
い
で
発
育
良
好
な
牛
が
多
か
っ
た
。
町

内
保
留
や
外
部
導
入
に
よ
る
改
良
更
新
も

進
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
た
。

　

し
か
し
、
発
育
の
良
す
ぎ
る
牛
が
多
く
、

肢
蹄
・
歩
様
の
弱
い
牛
が
散
見
さ
れ
た
た

め
、
連
産
性
を
向
上
す
る
た
め
に
も
運
動

〔肉用牛若雌一部〕

最優秀賞

☆稲隈　哲夫
☆川路　重則
☆米良　幸治
☆稲村　　博
　外園　龍一
　永田　義廣
　泊　　徹郎
　牧　　厚
　池之上正樹
　石原信一郎
以上 10 頭

優秀賞 　６頭

　

 

第
37
回
肝
属
春
季
畜
産
共
進
会
が
、
５

月
15
日
、
鹿
屋
市
の
肝
属
中
央
家
畜
市
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

肝
属
管
内
の
各
地
区
畜
産
共
進
会
で
選
ば

れ
た
代
表
の
牛
70
頭
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
肉

用
牛
若
雌
と
し
て
の
優
劣
を
競
い
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
も
７
頭
の
牛
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

　

各
種
目
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
が
、
今

回
は
若
雌
２
部
で
最
優
秀
賞
６
席
、
若
雌

３
部
で
最
優
秀
賞
４
席
に
入
賞
し
、
東
串

良
町
の
名
声
を
高
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
飼
養
管
理
の
改
善
に

努
め
て
い
た
だ
き
、
秋
の
共
進
会
で
は
上

位
入
賞
お
よ
び
県
共
進
会
出
場
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

町
春
季
畜
産 
共
進
会

　
　

新
川
西
支
部
が
団
体
優
勝

第
37
回

　

肝
属
春
季
畜
産
共
進
会

最優秀賞６席に入賞した▶
清水龍志さん所有の「はるひめ」号　

▲最優秀賞４席に入賞した
　外園龍一さん所有の
　「よしゆり」号

▲グランドチャンピオン賞に
　輝いた外園龍一さん所有の
　「よしゆり」号

〔肉用牛若雌二部〕

最優秀賞

☆清水　龍志
☆永田　客藏
　櫻木　孝盛
　石原信一郎
　杉木　秀幸
　上和田安巳
　境　たき子
　川路　重則
　木佐貫幸一郎
　杉山　幸二
　宮之前雅俊
以上 11 頭

優秀賞 　８頭

〔肉用牛若雌三部〕

最優秀賞

☆外園　龍一
　外園　龍一
　門倉　三好
　稲村　誠
　新原　守
　池之上正樹
　大村　教男
以上７頭

優秀賞 　４頭
〔グランドチャンピオン賞〕
３部１席 　外園　龍一

〔団体優勝〕
新川西支部
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水
稲
作
付
農
家
の
皆
様
へ

◦ 

防
除
の
効
果
を
高
め
る
為
、
畦
畔
・
ヒ
エ

等
の
管
理
を
行
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

防
除
時
に
水
田
が
湛
水
状
態
の
場
合
、
散

布
後
5
～
7
日
間
湛
水
状
態
を
保
ち
、

落
水
・
か
け
流
し
は
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

東
串
良
町
水
稲
航
空
防
除
連
絡
協
議
会 

（
事
務
局
：
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
東
串
良
支
所
）

 

☎
０
９
９
４
ー
63
ー
２
５
２
５

　

森
林
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
24
年
４
月

以
降
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た

方
は
市
町
村
長
へ
の
事
後
届
出
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
届
出
対
象
者

　

 　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相

続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取

得
し
た
方
は
、
面
積
に
か
か
わ
ら
ず
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
届
出
期
間

　

 　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90

日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市

町
村
の
長
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、
役
場
経
済
課

　

 （
電
話
０
９
９
４
︱
63
︱
３
１
２
３
（
直
通
））

又
は
、
大
隅
地
域
振
興
局
林
務
水
産
課
林
務

第
二
係
（
電
話
０
９
９
４
︱
52
︱
２
１
６
２

（
直
通
））
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
７
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
５
時
か
ら

　

※
雨
天
時
順
延

　

今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
町
内
一
円

の
水
田
に
お
い
て
、
水
稲
航
空
防
除
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　

実
施
時
は
飛
散
等
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
通
行
を
控
え
て
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

散
布
前

◦ 

牧
草
、
野
菜
等
は
、
前
日
ま
で
に
収
穫

す
る
か
、
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
う
等
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

◦ 

自
動
車
の
野
外
駐
車
に
つ
い
て
は
、
汚

れ
ま
す
の
で
、
車
庫
に
入
れ
る
か
カ
バ
ー

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

防
除
効
果
を
高
め
る
為
、
10
日
程
前
ま

で
に
畦
畔
等
の
管
理
を
行
っ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

水
稲
航
空
防
除
の
実
施
に
つ
い
て

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
に
つ
い
て

散
布
中

◦
散
布
地
区
へ
は
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦ 

自
宅
な
ど
の
窓
を
閉
め
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

◦ 

水
田
付
近
で
の
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

◦ 

干
物
に
農
薬
が
つ
か
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◦ 

畜
舎
な
ど
に
薬
剤
が
流
れ
込
ま
な
い
よ

う
防
護
措
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

養
魚
池
等
は
常
に
水
を
か
け
流
し
に
し

て
く
だ
さ
い
。

散
布
後

◦ 
万
が
一
、
人
体
に
農
薬
が
付
着
し
た
場

合
は
直
ち
に
石
鹸
水
等
で
洗
い
流
し
て

く
だ
さ
い
。

◦ 

自
動
車
に
農
薬
が
付
着
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

児
童
・
生
徒
が
登
下
校
時
に
、
道
端
の

草
を
む
や
み
に
触
ら
な
い
よ
う
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

◦ 

農
薬
の
か
か
っ
た
牧
草
は
、
約
1
ヶ
月

は
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

施
設
園
芸
農
家
の
皆
様
へ

◦ 

園
芸
用
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
薬
剤
混

入
の
な
い
よ
う
戸
締
り
等
の
徹
底
を
お

願
い
し
ま
す
。

① 

散
布
時
は
、
薬
剤
が
掛
か
ら
な
い
よ
う

に
ハ
ウ
ス
は
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

② 

実
施
当
日
は
、
自
動
開
閉
が
作
動
し
な

い
よ
う
に
電
源
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

③ 

養
蜂
箱
は
、
直
接
飛
散
し
な
い
よ
う
に

措
置
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
蜂

は
行
動
範
囲
が
広
い
の
で
、
養
蜂
箱
か

ら
出
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

実
施
予
定
日
時
（
雨
天
時
順
延
）

５月子牛セリ市成績表（本人申告も含む）肝属中央家畜市場（5/19～21）

※頭数は入場頭数、（　）数は売却頭数です。なお、価格は消費税抜きです。　６月セリ市は６月 16 日～ 18 日の予定です。

頭数（頭） 最高価格（円） 平均価格（円） 前月比（円） 平均体重（kg）

雌
町 67（49） 771,000 523,328 △ 12,750 262

郡 702（544） 898,000 558,312 15,481 267

去
勢

町 78（69） 817,000 640,064 △ 2,479 301

郡 739（663） 837,000 646,147 8,031 302

計
町 145（118） 817,000 586,124 △ 652 283

郡 1,441（1,207） 898,000 603,417 14,548 285
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●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

平
成
16
年
… 

第
53
回
全
国
農
業
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
「
農
林
水
産
大

臣
賞
」
受
賞
。

平
成
20
年
… 

国
産
野
菜
の
生
産
・
利
用
拡
大

優
良
事
業
者
表
彰
に
お
い
て

「
独
立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振

興
機
構
理
事
長
賞
」
受
賞
。

現（
有
）鹿
児
島
農
園　

代
表
取
締
役
社
長

現
（
株
）
ニ
ュ
ー
フ
ァ
～
ム
21
九
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
締
役
会
長

現　

東
串
良
町
露
地
野
菜
振
興
会　

会
長

　

こ
れ
か
ら
、
梅
雨
・
台
風
の
時
期
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
土
石
流
災
害
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

豪
雨
等
の
際
は
、
気
象
情
報
や
防
災
無
線

の
情
報
に
注
意
し
、
土
石
流
の
前
兆
現
象
を

感
じ
た
場
合
や
、
町
か
ら
避
難
連
絡
が
あ
っ

た
場
合
は
、早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
連
絡
先
】

☎
０
９
９
４
―
63
―
３
１
２
３

（
課
直
通
）

　

谷
や
斜
面
に
留
ま
っ
た
土
・
石
・
砂
な
ど

が
梅
雨
や
台
風
な
ど
の
集
中
豪
雨
に
よ
っ

て
一
気
に
流
れ
出
て
き
ま
す
。
破
壊
力
が

大
き
く
、
ま
た
速
度
も
速
い
の
で
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

○ 

山
鳴
り
、
立
木
の
裂
け
る
音
、
石
の
ぶ

つ
か
り
あ
う
音
が
聞
こ
え
る
。

○ 

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、
川
の
水

位
が
下
が
る
。

○ 

川
の
水
が
急
に
濁
っ
た
り
、
流
木
が
混

ざ
り
は
じ
め
た
り
す
る
。

元
気
な
ま
ち
の
　
　
　
　
　 

情
報

【お問い合せ先】
東
串
良
町
役
場
経
済
課　
　
　
　
　
　
　

☎
（
63
）３
１
２
３

大
隅
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課　
　
　
　

☎
（
52
）
２
１
４
４

鹿
児
島
き
も
つ
き
農
協　

東
串
良
支
所　

☎
（
63
）
２
５
２
５

農
政

経
済

　平成 27 年５月 15 日 （金） 東串良町有機堆肥センター横

のいも畑において、 豊栄 ・ 青葉 ・ 柏原保育園児による 「芋植

え体験」 が行われました。

　この事業は、 食育推進プロジェクトの一環で、 ㈲タバタのタ

ネの協力により行われています。

　92 名の元気な園児たちは、 土まみれになりながら元気に芋

植えを楽しみました。 今回植えた芋は、11月に収穫予定です。

土
石
流
災
害
に

　
　
　

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

土
石
流
災
害
に
つ
い
て

　

延
時 

猛
さ
ん
（
岩
弘
上
東
・
昭
和
22
年

生
ま
れ
）
が
、
露
地
野
菜
の
大
規
模
経
営

や
大
規
模
有
機
野
菜
栽
培
等
に
取
り
組
ま

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
、
黄
綬

褒
章
の
叙
勲
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

延
時
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
に
夫
婦
二
人

で
0.2
㌶
で
就
農
し
、
徐
々
に
面
積
を
拡
大
。

平
成
11
年
に
（
有
）
鹿
児
島
農
園
を
設
立
。

当
時
と
し
て
は
野
菜
部
門
で
の
法
人
化
は

本
県
で
は
先
進
的
な
取
組
で
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
に
は（
株
）ニ
ュ
ー
フ
ァ
～

ム
21
九
州
を
設
立
。
国
産
野
菜
の
生
産
利
用

拡
大
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
低
コ
ス
ト
流
通

体
制
の
構
築
等
、
農
業
振
興
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
章
、

誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

役場  町長室を表敬訪問された 延時 猛さん
（左から４番目）

黄
綬
褒
章
を
受
章
！

　
　
　
　

～
延
時　

猛
さ
ん
～

土
石
流
の
前
兆
現
象

町内の園児が

　芋植えを体験
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「平成27年度戦没者遺児による慰霊友好親善事業」参列者募集

第十回特別弔慰金が支給されます
●特別弔慰金の趣旨
　 　戦後７０周年に当たり，今日の我が国の平和と繁

栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをいた
し，国として改めて弔慰の意を表するため，戦没者
等のご遺族に特別弔慰金を支給するものです。

●支給対象者
　 　平成２７年４月１日（基準日）において，戦没者

等に係る公務扶助料，遺族年金等の年金給付を受け
る権利者がいない遺族のうち，どなたかお一人。

※ 「遺族」とは，戦没者等の死亡当時に既に生まれていた遺族
（子は戦没者等の死亡当時の胎児を含む。）で，三親等内親
族に限られ，法律により支給順位や要件が定めらています。

　同事業は，厚生労働省から補助を受け
実施しており，先の大戦で父等をなくし
た戦没者の遺児を対象として，父等の戦
没した旧戦域を訪れ，慰霊追悼を行うと
ともに，同地域の住民と友好親善をはか
ることを目的としています。
　費用は，参加費として１０万円程です。
お申し込みは，県遺族会へ。

鹿児島県内には、２ヵ所のハンセン病療養所があります。県では、療養所訪問を希望される方々を募集しています。

■申込み方法
　 　ハガキ、電話、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかで、訪問施設名、住所、

氏名、年齢、性別、職業又は学年、電話番号、連絡先、今までの
参加経験の有無を記入又は連絡して申し込んでください。

　 　参加料は無料です。決定通知は、７月末（奄美和光園は８月中
旬頃）に文書でお知らせします。

【ハンセン病問題を正しく理解する週間：平成２７年６月２１日（日）～６月２７日（土）】

星塚敬愛園（鹿屋市星塚町 4204 番地�） 奄美和光園（奄美市名瀬和光町 1700 番地�）

実 施 日 平成 27 年 8 月 7 日（金） 平成 27 年 8 月 25 日（火）

募集対象 小・中学生、高校生とその保護者等（先着 130 名） 小・中学生、高校生とその保護者等（先着 30 名）

日程概要

8:15 県庁集合
10:20 星塚敬愛園着
10:25 ～ 14:50 園の見学・交流
15:15 星塚敬愛園発
17:15 県庁解散

12:45 大島支庁集合
13:10 奄美和光園着
13:30 ～ 15:50 園の見学・交流
16:00 奄美和光園発
16:10 大島支庁解散

申込締切 平成 27 年 7 月 15 日（水） 平成 27 年 8 月 3 日（月 ）

親子で療養所を訪ねてみませんか

申 込 先 県庁保健福祉部健康増進課
 ハンセン病担当　森木・古川
住　　所 〒８９０－８５７７
 鹿児島市鴨池新町１０－１
電　　話 ０９９－２８６－２７２０
Ｆ Ａ Ｘ ０９９－２８６－５５５６
Ｅメール kansensy@pref.kagoshima.lg.jp

戦没者等の
ご遺族の皆様へ

●支給内容　
　額面２５万円　　５年償還の記名国債

●請求期間　
　平成２７年４月１日～
　　　平成３０年４月２日まで
　（ 請求期間を過ぎると第十回特別弔慰金を受

けることができなくなります。）

■請求窓口　東串良町役場　福祉課
　　　　　　TEL：0994-63-3103

【実施地域】
①旧満州　②旧ソ連　③西部ニューギニア　
④ボルネオ・マレー半島　⑤マリアナ諸島　
⑥東部ニューギニア　⑦中国　
⑧トラック・パラオ諸島　⑨ソロモン諸島　⑩ミャンマー
⑪フィリピン　⑫終戦７０周年記念洋上慰霊

■お問い合せ先　東串良町役場　福祉課　
　　　　　　　　TEL：0994-63-3103

15 2015.6 広報



　東串良町衛生自治団体連合会では、ごみ減量化のため、電動式生ごみ処理機の購入費補助を行っています。
　補助の内容は、次の通りです。

　補 助 額：処理機本体の購入金額の50％を補助します。但し、補助額の上限は30,000円です。
　申請方法：�購入後に事務局にある所定の申請書に必要事項を記入し、署名押印の上、領収書と保証書、通

帳の写しを添えて事務局に提出してください。

　■お問い合せ先
　　事務局：東串良町役場住民課　年金兼環境係（東串良町衛生自治団体連合会）
　　　　☎：0994-63-3102

電動式生ごみ処理機の購入費補助制度

平成２７年４月分（６月１５日支払分）の年金額からは、賃金上昇率（２．３％）に特例水準の

解消（マイナス０．５％）及びマクロ経済スライド（マイナス０．９％）をあわせ、３月分までの

年金額に比べ、基本的に０．９％の増額となります。 

平成２６年度年金額

平成27年度4月分（6月受け取り分）からの
年金額の改定について

平成27年度4月分（6月受け取り分）からの
年金額の改定について

【老齢基礎年金（満額）・障害基礎年金（２級）】

 　 　 　 　 　 　 　 ７７２,０００円

【障害基礎年金（１級）】 ９６６,０００円

平成２７年度年金額

【老齢基礎年金（満額）・障害基礎年金（２級）】
７８０,１００円

【障害基礎年金（１級）】 ９７５,１００円

ご存知ですか

■お問い合せ先　東串良町役場　住民課　年金兼環境係　６３－３１０２
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～平成 27年７月１日より受付スタート～
　国民年金は、所得が少ないときや失業等により保険料を納付すること
が経済的に困難な場合、保険料の免除を申請することができます。
　保険料を未納のままにしていると…
　老後の年金だけでなく、若いときにも支給される障害基礎年金などが
受け取れなくなる場合があります。
　納付に困ったら、お早めにご相談ください。

◆手続きの際必要なもの
　○申請免除・・・年金手帳、印かん
　○学生免除・・・�年金手帳、印かん、
　　　　　　　　　学生証または在学証明書

　※�前年度失業された方で免除を希望される方は、公的
機関の証明を受けた離職票等をお持ちください。

　平成２７年度の免除の受付は平成２７年７月１日から開始され、『平成２７年７月分～平成
２８年６月分』の期間を対象として審査を行います。
　また、昨年４月から法律が改正されて、２年１ヶ月前までさかのぼって免除申請をすることが
できるようになりました。保険料を納付することが困難だったものの申請を忘れていたために未
納期間を有している方等は、一度、「役場年金係」までご相談ください。

■お問い合せ先　東串良町役場　住民課　年金兼環境係　６３－３１０２

納付が困難な人のための
免除制度

　経済的な理由などで保険
料の納付が困難な人は、申
請して認められれば免除と
なります。
　申請免除には、全額免除、
４分の３免除、半額免除、４
分の１免除があります。

　本人と配偶者の所得が一定
以下＊の 20歳以上 30歳未
満の人は、申請により保険料
の納付を後払いにできます。
　＊単身の場合、57万円以下
が目安です。（扶養親族等の数
＋１）×35万円＋22万円

　本人の所得が一定以下＊
の学生は、申請により在学
期間中の保険料を後払いに
できます。
　＊単身の場合、118 万円
以下が目安です。

30 歳未満の人のための
若年者納付猶予制度

学生のための
学生納付特例制度

平成 27年度国民年金免除制度のお知らせ

離職票
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第 3回 県 指 定 有 形 民 俗 文 化 財

新 川 西 (下 伊 倉 )の 田 の 神 像

県 指 定 日 ： 昭 和 ４ ３ 年 ３ 月 ２ ９ 日

新 川 西 の 田 の 神

町 青 年 団 も 参 加 し て 踊 り ま 地 域 と ふ れ あ う 日 の 活 動 で

し た 参 加 を し た 岡 元 風 花 さ ん の

演 奏 披 露

広報掲載月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

第　回 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

内　容 はじめに 国指定史跡

唐仁古墳群

県指定

有形民俗文

化財

新川西の田

の神

町指定

記念物

熊野神社の

宝篋印塔

町指定

有形民俗文

化財

専念寺の仁

王像・地蔵

町指定

有形民俗文

化財

唐仁墓地入

口の仁王像

・六地蔵

町指定

記念物

島津氏久の

逆修宝塔

町指定

記念物

萩原宅武家

門

吉元の一石

五輪塔

町指定

有形民俗文化

財

安留の観音像

・田の神

町指定

天然記念物

池之原小学校

のケヤキ

町指定

有形文化財

薬師如来像

町指定

有形民俗文化

財

溜水の六地蔵

まとめ

広報掲載月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

第　回 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

内　容 はじめに 国指定史跡

唐仁古墳群

県指定

有形民俗

文化財

新川西の

田の神

町指定

記念物

熊野神社の

宝篋印塔

町指定

有形民俗

文化財

専念寺の

仁王像・地蔵

町指定

有形民俗

文化財

唐仁墓地入

口の仁王像

・六地蔵

町指定

記念物

島津氏久の

逆修宝塔

町指定

記念物

萩原宅

武家門

吉元の一石

五輪塔

町指定

有形民俗

文化財

安留の観音像

・田の神

町指定

天然記念物

池之原小学校

のケヤキ

町指定

有形文化財

薬師如来像

町指定

有形民俗

文化財

溜水の六地蔵

まとめ

　下伊倉集落の中央部にあり、近くには観音像や弥
み ろ く
勒

菩
ぼ さ つ
薩像も確認されている。高さ９６ . ５ｃｍの立像。

様相は、目は細く眠るような顔立ちで、口はハの字に
結び、２俵の俵の上に立っている。袖長の長衣を紐で
結び、前に長く垂らしている。右手にメシゲ、左手に
宝珠を持ち、ひょうたんと木の葉状のものを前にぶら
下げている。
　大隅型僧侶型の複雑な形態をもつ、田の神の代表的な
ものである。
　また、背面に文化４(1804 ) 三月吉日とあり、この像が
1 8 0 4 年頃に寄

き し ん
進されたものであることが読み取れます。

　５月１０日 ( 日 ) 柏原大
相 撲 大 会 が 開 催 さ れ、 町
指 定 無 形 文 化 財 の 柏 原 相
撲 甚 句 踊 り の 披 露 が あ り
ました。
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第 ９ 回 県 外 団 体 ・ 町 内 出 場 団 体 紹 介 ③

１ 団 体 名 ： 戸 下 神 楽

２ 演 目 ： 戸 下 神 楽 保 存 会

３ 歴 史 ： 400年 程 程 前 に 地 区 に 伝 わ っ た

と 考 え ら れ て い る 。

４ 特 色 ： 宮 崎 県 諸 塚 村 に は 200体 を 超 す

神 楽 面 が 残 さ れ て お り 、 そ の 諸 塚 村 の 神

楽 の 中 で も 、 南 川 ・ 家 代 ・ 戸 下 の 3地 区

に は 神 仏 混 淆 の 特 異 性 が あ る 神 楽 が 伝 わ

る 。 さ ら に 、 戸 下 神 楽 は 普 通 神 楽 と 大 体

10年 位 1回 の 割 合 で 舞 わ れ る 「 大 神 楽 」

が あ る 。 こ の 大 神 楽 は 、 宮 の 建 て 直 し 、

＜ 戸 下 神 楽 ＞ 鳥 居 遷 宮 等 集 落 に 大 き な 出 来 事 が あ っ た

時 に 舞 わ れ て い る 。

１ 団 体 名 ： 大 平 棒 踊 り 保 存 会

２ 演 目 ： 大 平 棒 踊 り

３ 歴 史 ： 1599 (慶 長 4 )年 高 鍋 城 主 秋 月 公 が

串 間 に 城 を 移 し 、 多 く の 馬 を 管 理 さ せ る た

め 牧 守 （ 管 理 者 ） を 設 定 し た 。 こ の 牧
ま き も り

守 と し て 着 任 し た 者 の こ の 地 に お け る 行 い

が 極 め て 厚 く 、 ま た 、 地 理 的 環 境 か ら 領 土

を 守 る た め に 、 若 者 に 隠 れ て 武 術 を 教 授 し

た 。 そ の 美 徳 を 後 々 ま で 伝 え る た め 大 明 神

と し て 祀 る 神 社 を 建 立 し 、 こ の 時 若 者 が 習

っ て い た 武 術 を 踊 り に し て 奉 納 し た の が 始

ま り と さ れ て い る 。 ＜ 大 平 棒 踊 り ＞

４ 特 色 ： 保 存 会 と 文 化 財 愛 護 少 年 団 を 結 成

し 、 小 学 校 の 運 動 会 で も 披 露 し て い る 。

広報掲載月 １０月 １１月 １２月 平成２７年

１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

第　回 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

内　容 第３０回国民文

化祭・かごしま

２０１５とは？

情報提供

の案内

視察報告 近隣市町村

の動向

東串良町

の国文祭

の概要

町内の

様子

県外団体・

町内出場

団体紹介

県外団体・

町内出場

団体紹介

県外団体・
町内出場
団体紹介

県外団体・

町内出場

団体紹介

県外団体・

町内出場

団体紹介

県外団体・

町内出場

団体紹介
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幼・保・小・中の連携
園・学校・家庭・地域の連携
地域の教育力を生かして

～ 第３６回 ～

２小・１中が連携した教育活動の推進
～東串良中学校で第１回小・中連携協議会を開催～

【先生方による相互授業参観】 【小・中連携についての研究協議】

本町では，平成２４年度から各小・中学校を会場とした「小・中連
携協議会」及び「相互授業参観」に取り組んでいます。

これは，町内のすべての教員がお互いの学校に出かけて，授業参観
や意見交換等の交流をし，町内の２小１中が緊密に連携した学校教育
活動を推進していくためのものです。

本年度は，第１回を５月１２日に東串良中学校で開催しました。
相互授業参観後の研究協議では，各学校の教員が「学習指導」「生活

指導」「保健指導」「小・中連携」の４つの部会に分かれて，学力向上
策や基本的な生活習慣の確立等に向けた小・中共通した働き掛けなど
について話し合いました。

今後，３校の連携を更に充実させていくことで，東串良町の子ども
たちの健やかな成長につなげていきます。

【研究協議で話し合われた主な内容（抜粋）】

〔学習指導部会〕
・ 児童生徒の考えのよさを教師が，そして児童生徒間で互いに

ほめ合ったり，認め合ったりする場を更に多く設定していくよ
うにする。

・ 小・中９年間を通して，家庭学習の習慣を身に付けるように
する。（よい家庭学習をしている児童生徒の学習の仕方を紹介する。）

〔生活指導部会・保健指導部会〕
・ 子どもたちのあいさつがよくなっている。（声の大きさ・笑顔等）
・ 携帯・スマホ・通信ができるゲーム機器等の使用の仕方につ

いては，保護者と連携をした取組を今後も進めていく必要があ
る。

こんにちは。
教育委員会です。
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児童生徒向け土曜学習講座「ひっくら塾」スタート
～５月２３日に「ひっくら塾」開講式を実施～

【開講式の様子（学習ボランティアの紹介）】 【第１回「ひっくら塾」の様子】

平成２７年５月２３日（土）に，東串良町内在住の５人の青年が主
体となって立ち上げた児童生徒向け土曜学習講座「ひっくら塾」を開
講しました。

本学習講座は，土曜日の子どもたちの学習の場として，毎月第１・
第４土曜日に小学５年生から中学３年生を対象に実施するものです。

本年度の応募に対して，町内３０名近い参加申込みがあり，開講式
後に早速第１回目の学習講座を開催しました。

町内の児童生徒のために，学習ボランティアとして立ち上がった５
人の青年に感謝し，今後もよりよい学習が進められることを楽しみに
しています。

〔「ひっくら塾」学習ボランティアの皆さん〕

○ 神田 真輔さん ○ 永野 智昭さん ○ 永峯 弘章さん

○ 牧住 優さん ○ 松倉佑一郎さん

○ ６～７月の教育委員会主催行事
・ ６月１５日（月）音楽指導法研修会 東串良中学校
・ ６月２０日（土）町内各集落公民館等 地域とふれあう日
・ ６月２３日（火）家庭読書の日（毎月２３日）
・ ６月２７日（土）土曜学習講座「ひっくら塾」 ９時３０分～ 役場３階
・ ７月 ４日（土）土曜学習講座「ひっくら塾」 ９時３０分～ 役場３階
・ ７月１８日（土）町内各集落公民館等 地域とふれあう日

東串良町教育委員会（役場３階）

管理課 ６３－３１３３ 主に学校教育・就学相談など
社会教育課 ６３－３１３４ 主に社会教育・家庭教育など
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みなさんからの情報・話題をお待ちしています。企画課☎63-3122
Part1

　５月 10 日（日）、鹿児島県体育館にて行われた「第 33 回極真空手オー

プントーナメント鹿児島県選手権大会」において、柏原小学校６年生

の楠田真央さんが見事優勝しました。

　真央さんは、８月 22 日（土）～ 23 日（日）に京都府立体育館にて

開催される「2015 全日本青少年空手道選手権大会」へ向けて、「練習

を一生懸命、毎日頑張ります！」と意気込みを話してくれました。

～楠田　真
ま お

央さん（柏原小６年生）～

全国大会へ向けて頑張ります！

県大会で見事優勝！

思いやりのある心で安全運転を！
～春の交通安全・地域安全キャンペーン～

　５月 18 日（月）にミネサキ、５月 20 日（水）に役場前にて、交通安全・地域安全キャンペーンが実施
されました。
　当日は、役場、肝付警察署、町交通安全協会、町防犯協会、志布志国家石油備蓄基地等から参加があり、
交通安全の旗を持って啓発活動を行いました。
　このキャンペーンは、悲惨な交通事故を防止し、安全に安心して日々の生活を送ることができる交通社
会を築いていくことを目標としています。
　奥園町長は、「東串良町・肝付警察署管内からは交通死亡事故は出さないという、強い気持ちでハンド
ルを握るように、一人ひとりが自覚を持ってほしい」と挨拶をされました。
　20 日（水）の役場前でのキャンペーンでは、町の特産品である大根を配付し、死亡事故・飲酒運転大根
絶を願うユニークな試みもありました。

５月 20 日　役場前５月 18 日　ミネサキ前
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５
月
８
日
（
金
）
に
開
か

れ
た
平
成
27
年
第
１
回
東
串

良
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

副
町
長
に
畠
中
勇
一
郎
氏

（
65
歳
）
が
同
意
を
得
て
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　５月８日（金）の平成 27 年第１回東串良町議会臨時会に

おいて、新しい監査委員が同意を得て選任されました。

　識見を有する者として、児玉愛司さん（豊栄６）が再任され、

議会選出の委員として泊重巳さん（雪山）が選任されました。

　任期は、それぞれ４年で東串良町の「財務に関する事務の執

行」と「経営に係る事業の管理」が法令に準拠して適正に行わ

れているか、効果的、効率的に行われているかを監査します。

　東串良町の財政事務等が適正に行われているかを監査して

いただきます。

新監査委員を紹介します

　５月 10 日（日）に開催された柏原大相撲では、小学生対抗の勝ち抜き相撲や県内外有名高校の招待相撲 
などのほか、赤ちゃん健康祈願土俵入り、相撲甚句踊りが披露されました。
　迫力のある土俵の立ち回りに、観客からは、しばしば歓声があがっていました。

迫力のある立ち回りに大歓声！
～柏原大相撲～

少年相撲 柏原相撲甚句

土俵祭乳幼児健康祈願高校招待相撲

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

昭
和
24
年
10
月
１
日
生
。

　

南
日
本
短
大
卒
業
。

　

東
串
良
町
役
場
入
庁
後
、

　

企
画
課
長
等
を
歴
任
。

　

川
東
出
身
。

副
町
長
に

畠
中　

勇
一
郎
氏
が
就
任

児玉　愛司さん
（豊栄六）

泊　重巳さん
（雪　山）
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新刊紹介

町総合センター　☎６３－２１２２
開館時間：午前９時〜午後５時
土曜日・日曜日も開館しています。

※�毎月 23日は、家庭読書の日となっています。
　今月より当図書室では、毎月 23日は、貸出冊数を１冊増やし、ひとり３冊まで貸出致します。
　是非、ご利用ください。
※�県図書が２冊行方不明で探しています。
　「夫婦川柳傑作選」（きみまろ著）と「孤独の力」（五木寛之著）です。
　�貸出台帳の記入ミス等でお心あたりのある方、また見かけられた方は、返却ポストか図書室
まで返却をお願い致します。

絵本
▪ ｢スリスリとパッパ｣

二宮由起子�作
　スリスリとパッパはとってもなかよし。
いつもふたり一緒にいます。そんな
ふたりの夢は、一緒にとなりの町の
レストランに行くこと。足元から小
さな声が聞こえてきそうなお話です。

絵本
▪ ｢しっぽがぴん｣

おくはらゆめ�作
　ぴん ぴん たらり ぴん たらり・・
しっぽがぴん！も もたらり もできる
かわいい動物達の楽しいリズム絵本。
親子で楽しめる絵本です。

一般書
▪「リケイ文芸同盟」
　　　　　　　　　　　向井翔吾�作

　全てを白黒はっきりさせたい理系
人間の桐生蒼太。そんな彼が突如、
部員芸編集部に異動！全てが曖昧な
世界で戸惑いながらも奮闘する蒼太。
笑いと涙の物語です。

一般書
▪「ありがとうの神様」
　　　　　　　　　　小林正観�作

　この本は 2011 年に逝去された著
者の作品を一部再編集して今年出版
されたものです。人生の目的とは何
か、幸せの本質とは何か・・著者が
伝えたかったベスト・メッセージ集。

児童書
▪ ｢かぐや姫のおとうと」

　　　　　広瀬寿子�作
　竹林の中で誤って崖から落ちてし
まった想を助けてくれたのは、いさ
さ丸という名の不思議な少年だった。
1200 年前から繰り返されてきたとい
う生まれ代わりの話とは？小学校高
学年向きのファンタジー小説です。

絵本
▪ ｢わすれたって、いいんだよ｣
　　　　　　　　　　上条さなえ�作

　沖縄生まれのおばあちゃんは、最近
もの忘れが多くなってきました。そん
なおばあちゃんには、悲しい誕生日の
記憶が・・忘れたからこそできた、初
めてのお誕生日会のお話です。

児童書
▪「あまねく神竜�住まう国」

　　　　　　　　荻原規子�作
　伊豆の地にひとり流された十代前
半の少年 源頼朝を主人公に書かれた
物語。「大蛇の洞窟」に投げ込まれた
頼朝が体験した事とは・・。史実とファ
ンタジーの世界に引き込まれ、冒険
した気持ちにさせられる本です。

一般書
▪ ｢狗賓童子の島」
　　　　　　　　　　　飯島和一�作
　大塩平八郎の挙兵に連座した父の
罪により日本海に浮かぶ島に流され
た少年西村常太郎を主人公に描かれ
た歴史小説。ひたむきに生きること
の美しさに心が熱くなる小説です。

毎月 23 日は家庭読書の日
今月は…６月 23 日（火）
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満一歳すこやかスナップ

子育て支援センターひまわり館

ひまわり通信
ひまわりカレンダー　【６月10日～７月９日予定表】

★�午前 10 時～午後３時の間なら、何時でも自由に利用できます。
　（カレンダ−記載の活動は午前中に行っています。）
★�０歳から就学前のお子様をお持ちの方ならどなたでも、無料でご利用できます。（町外可）

■お問い合せ先� 東串良町委託事業子育て支援センター
� ひまわり館（青葉保育園内）　
� ☎（６３）５５３３

日 月 火 水 木 金 土
6/10 11 12 13
ベビーマッサージ
（ひまわり館）

みんなでランチ！
（ひっとべ館）

親子でゲーム
園庭で遊ぼう 休館

14 15 16 17 18 19 20

休館
絵本読み聞かせ
遊具で遊ぼう 休館

親子で体操
（総合センター）

身体測定 おとうさんにプレ
ゼントをつくろう 休館

21 22 23 24 25 26 27

休館
わらべうたで
遊ぼう 休館

親子でエアロビ
（ひまわり館）

英語で
クッキング

大型絵本
園庭遊び 休館

28 29 30 7/１ ２ 3 4

休館
お楽しみ会

休館
カレンダー作り リトミックを

楽しもう
プール遊び

休館

５ ６ ７ ８ ９

休館
七夕かざりをつく

ろう 休館
ベビーマッサージ
（ひまわり館）

なつかしい遊び
（ひっとべ館）

東條　匠
た く ま

真ちゃん
（岩弘中）

平成26年６月23日生まれ
父：恵太さん　母：有希子さん

★保護者から一言★
　１歳のお誕生日おめでとう。

これからも、すくすく元気に成長してね♥

川口　南
な ん り

璃ちゃん
（豊栄四）

平成26年６月22日生まれ
父：晃司さん　母：真希子さん

★保護者から一言★
　なんちゃん♫♫一歳おめでとう。

出来ることがどんどん増えて毎日楽しみです。
お兄ちゃんとずーっと仲良くしてね♥
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セーフティライフ

く  に  み  岳 みんなで  つくろう  安全安心の街 「車内安全運動」推進中

 

                                                
  

                     春の地域安全運動を実施 
               ～「車内安全運動」鍵かけて 金置かざれば 被害なし～   

                                     
                

 

 
 

 
 

           

  

 
                  

  
   
 
    
 
  
                                                        
               
    
 
  
    
                 

 
           

                              
     
 
  
  
      

   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

地域安全ニュース 平成２７年 6 月号（第２４１号）肝付地区防犯協会（電話 0994－65－0110 内線 583） 

地域で子供・女性と高齢者を守る 

運動の重点：「子供・女性と高齢者の犯罪被害防止」「車上ねらい・万引き等の犯罪被害防止」 
5 月 11 日（月）から 5 月 20 日（水）までの 10 日間、「春の地域安全運動」が県内各地で実施され、当署管内

においても、警察を始め、関係各機関等と連携し、地域安全モニターや防犯ボランティア団体等の協力を得て、
地域安全運動を展開しました。 
 5 月 11 日（月）早朝、肝付町東部消防分団詰所、東串良町役場駐車場、肝付町内之浦総合支所の３箇所におい
て、両町交通安全町民運動推進協議会等と肝付警察署が連携して同日出発式を開催し、交通安全・地域安全運動
の推進を呼び掛けました。肝付町消防分団東部詰所においては、肝付町長の挨拶のあと、肝付警察署長から「県
内の昨年中の交通事故、犯罪等の状況について説明があり、依然として治安情勢は厳しい状況にある。特に管内
においては、車上ねらいが 21 件発生し、検挙に全力を上げている。今年度は、「車内安全運動」として、車には
鍵をかけ、中には貴重品は置かないという運動を関係機関等と連携し推進をして行きたい。関係者の皆さん方の
御協力をお願いします。」などと挨拶がありました。この後、警察署の白バイを先頭にパトカーや青パト隊等が地
域住民に交通事故・犯罪被害に遭わないよう注意を呼び掛けるため出発しました。また、出発式終了後、付近の
交差点で、のぼり旗を所持し、通行人、ドライバー等へ旗の波による交通安全・地域安全運動を呼び掛けました。
 
 
 
 
 
 
 
出発式挨拶（肝付町長・東串良町長）   （肝付警察署長）  白バイ・パトカー街宣 のぼり旗で呼び掛け

             ★コンビニストア防犯協議会初会合
4 月 1５日（水）肝付地区交通安全協会会館 2 階会議室において、管内で営業しているコンビニストア（１１店

舗）の関係者が一同に集合し、初めての防犯協議会を開催しました。肝付警察署長から「県内の昨年のコンビニ
強盗事件は、4 件であった。今年は既に 3 件の強盗事件が発生している。いつどこで発生するか分からない状況
である。備えあれば憂いなしで日頃の防犯対策が必要、本日は、防犯講話を受けて、今後の防犯対策に取組んで
いただきたい。」と挨拶がありました。 
防犯講話では、生活安全刑事課の課長及び課長代理から、①従業員の配置 ②レジ内の整理 ③事件が発生し

た場合の措置等について講話があり、「犯人は、見ている、入りやすい店かどうか必ず下見をする。発生させない
店舗づくり、それは商品をきちんと並べるとか、店員の声掛け、挨拶とか、この店はしつかりしている、と思わ
せることが大事である。」などとアドバイスがありました。参加者は熱心に講話を聞いて、うなずいていました。
講話終了後、会場内に店舗を設営し、警察署員が強盗犯人役に扮し、刃物を隠し持った男が客を装い、店内の

ＡＴＭでお金を引き出した客〈署員扮する〉から現金を奪い、そして店員へ刃物を突きつけ現金を強奪して逃走
するとの想定で訓練を行いました。店員役には、各店舗からの関係者に交替で参加していただき訓練しました。
１人体制の場合と２人体制の場合で行い、刃物を突きつけられたときの対応、犯人が逃走した後の対応、警察

官が来てからの対応、防犯対策等について学びました。今後のコンビニストアの安全な運営が期待されるところ
です。 
             
 
 
 
 

 
署長挨拶状況     客を装い店内を下見   刃物を突きつけ現金要求  警察へ通報している状況

★自転車安全利用・盗難防止モデル校指定
今年度は、国見中学校（肝付町）が自転車安全利用モデル校・自転車盗難防止モデル校に指定され、4 月１０日

同校校舎において、全校生徒（44 名）が集合し、指定書の交付式が行われました。肝付警察署長が指定書の交付
を行い、「他の中学生の模範となり、自転車盗難に遭わないよう鍵をしっかり掛け、交通ルールを守り、事故に遭
わないように注意してください。」などとお願いしま 
した。生徒会代表（男女 2 名）が「私達は、信号を 
必ず守り、交差点では停止し、見通しの悪い交差点 
では徐行します。ヘルメットを着用し、二人乗りは 
絶対にしません。自転車には防犯登録をし、駐輪す 
るときは、二重ロックします。自転車は大切に扱い、 
交通マナーの向上に努めます。」と安全宣言しました。 指定書の交付   安全宣言   署長挨拶状況
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●
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
　
●
●
●
●
●

●
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
　
●
●
●
●
●

介
護
・
福
祉
課
（
初
任
者
研
修
）

Ｋ
③
の
訓
練
受
講
生
を
募
集

●
期　

間
　

　

平
成
27
年
８
月
４
日
（
火
）
～

　

平
成
27
年
11
月
２
日
（
月
）

●
訓
練
会
場　

　

医
療
法
人
愛
誠
会　

ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　

や
ご
ろ
う
苑
研
修
ホ
ー
ル　

　
（
曽
於
市
大
隅
町
岩
川
５
５
１
５
）

●
訓
練
時
間

　

９
時
～
16
時
20
分
ま
で

　
（
実
質
の
受
講
は
一
日
６
時
間
）

●
対
象
者

　

再
就
職
を
目
指
す
人

●
定　

員

　

20
名

●
内　

容

　

 　

介
護
関
係
の
職
員
と
し
て
利
用
者
の
信
頼

を
受
け
得
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

●
受
講
料

　

無
料

●
テ
キ
ス
ト
代
等

　

約
７
，
７
０
０
円

●
応
募
期
間

　

平
成
27
年
６
月
８
日
（
月
）
～

　

平
成
27
年
７
月
10
日
（
金
）

●
選
考
日

　

平
成
27
年
７
月
22
日
（
水
）

■
お
問
い
合
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
屋

　

☎
０
９
９
４
（
42
）
４
１
３
５

東
串
良
中
学
校

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
見
事
優
勝
！

　

４
月
25
日
（
土
）
26
日
（
日
）
の
２
日
間
、

串
良
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
第
16
回
肝
属

地
区
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大

会
に
お
い
て
、
東
串
良
中
学
校
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
が
20
チ
ー
ム
参
加
の
中
、
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
駿
河
﨑
さ
ん

は
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
で
優
勝
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
総
体
で
も
元
気
で
見
て

い
る
人
に
感
動
を
与
え
る
プ
レ
ー
を
見
せ

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

鹿屋市で最も古い庭師　大　城　和　八

高山・東串良地区販売員
新  西  玉  子 ☎ 0994-65-5238

鹿児島山菜牧場
大自然からの贈り物

【お問い合せ先】　鹿児島県肝属郡錦江町田代川原 4127-8
　　　　　　　　　花瀬公園オートキャンプ場下

　　　　　　　　　☎ 090-7453-1364
　　　　　　　　　☎ 080-6443-3384

日
本
初
、
無
農
薬
、
化
学
肥
料
を
一
切
使
わ
ず
、

露
地
栽
培
で
一
年
中
収
穫
出
来
る

ト
マ
ト
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

四
月
初
め
よ
り
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。

広 告

■販 売 期 間　9月10日（木）まで
■１本あたり　3,000円の苗木単価
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空
き
家
の
調
査
に

　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

町
で
は
、
現
在
、
業
者
に
委
託
し
て
空

き
家
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
月

よ
り
現
地
調
査
（
建
物
）
を
町
が
委
託
し

た
調
査
員
（
業
者
）
が
行
い
ま
す
。

　

調
査
員
は
、
身
分
証
お
よ
び
東
串
良
町

の
腕
章
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
現
地
立
ち
入
り
も

あ
り
ま
す
。
空
き
家
の
確
認
調
査
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
7
月
に
な
り
ま
し
た
ら
町
よ
り

振
興
会
長
様
へ
空
き
家
の
確
認
資
料
を
送

付
致
し
ま
す
。

　

送
付
資
料
の
中
に
記
載
お
よ
び
確
認
方

法
も
同
封
し
ま
す
の
で
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
現
地
調
査
期
間

　

平
成
27
年
6
月
上
旬
～

　
　
　
　
　

平
成
27
年
3
月
末
日

■
お
問
い
合
せ
先

　

東
串
良
町
役
場　

企
画
課

　

☎
０
９
９
４
（
63
）
３
１
２
２

土
砂
災
害
防
止
月
間
に
つ
い
て

　

６
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
期
間
は
「
土

砂
災
害
防
止
月
間
」
で
す
。

　

梅
雨
期
に
入
り
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ

る
土
砂
災
害
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、
日
頃

か
ら
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
雨
の
降
り
方

・
土
砂
災
害
の
前
兆
現
象

・
危
険
箇
所

・
避
難
場
所

・
土
石
流
に
対
す
る
逃
げ
方

　

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
点
に
注
意
し
て
、
早
め
の
避
難
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

放
送
大
学

　
　

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。
資
料
を

無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
せ
先

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１

第14回 ふるさとCM大賞2015作品制作者の募集について
2015 年あなたが地元の広報担当です！受賞作品は KKB で放送します！

＊対　　象
　ＣＭ制作等に興味のある方（町内在住）で、プロ・アマは問いません。

＊申込方法�
　東串良町役場企画課へ電話又はご来庁ください。

＊申込締切
　平成 27年６月 26日（金）必着

＊決　　定
　申込が多い場合は、協議により決定いたしますので、ご了承ください。

＊そ�の�他
　ＣＭ制作に係る経費等は企画課で負担します。

＊お問い合せ先
　東串良町役場　企画課　℡０９９４（６３）３１２２
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※※ 郷
愁
（
六
月
）　

高
崎　

唯
子

梔く
ち
な
し子
の

　

花
び
ら
白
く

　
　
　
　

水
清
し

　

新
田
川
の
清
流
に
梔
子
の
花
が

白
い
影
を
落
と
し
て
揺
ら
い
で
い

た
。
梔
子
は
六
、七
月
頃
芳
香
を

放
っ
て
六
片
の
花
弁
を
開
く
。
幼

少
の
頃
風
車
と
呼
び
、
分
厚
い
花
弁

は
食
し
ょ
く

指し

を
誘
惑
す
る
に
十
分
だ
っ
た
。

栗く
り

の
花　

　

里さ

と

わ曲
の
ほ
と
り

　
　
　
　

腐く
た

し
け
り

　

栗
の
花
の
甘
く
青
臭
い
に
お
い
を

好
き
だ
と
愛め

で
る
か
、
不
快
だ
と
疎う
と

む
か
は
個
人
の
好
み
で
あ
る
。
そ
の

匂
い
（
臭
い
）
は
、
重
く
沈
ん
だ
六

月
の
空
の
下
を
何
処
ま
で
も
、
漂
い

に
お
い
続
け
る
。

※�

各
句
内
の
季
語
に
印
が
入
っ
て

い
ま
す
。

春
風
に
牧
草
揺
る
る
転
作
地

　
　

疎ま
ば
ら
に
な
り
し
田
の
面
が
光
る�

永
田　

康
朗

我
を
呼
ぶ
三
つ
葉
が
そ
よ
ぐ
摘
ま
ん
か
な　
　
　

　
　

暖
か
き
夕
べ
の
庭
に
屈か
が
ま
り�

藤
元
美
保
子

い
か
ほ
ど
の
人
残
れ
り
や
二
十
年
後�

　
　

過
疎
地
と
成
り
て
空
家
あ
ち
こ
ち�
福
永　

康
子

敬
老
の
宴う
た
げは
施
設
の
庭
を
占
め

　
　

桜
は
吹
雪
き
至
福
み
な
ぎ
る�

松
矢　

京
子

離
乳
食
与
ゆ
る
母
は
幼
児
と

　
　

共
に
口
あ
け
見
る
我
も
ま
た�

柚
木
原
み
つ
え

中ち
ゅ
う
げ
ん
原
に
鹿
逐
う
者
の
少
な
さ
に

　
　

�

明
日
を
憂
い
て
仰
ぐ
夕
暮
れ�

田
之
畑　

稔

風
雪
の
舞
い
散
る
ハ
ウ
ス
の
幼
お
さ
な
な
え苗

　
　

田
植
え
待
ち
つ
つ
す
く
す
く
と
伸
ぶ�

持
留
タ
ツ
子

漁
友
の
従
弟
の
逝
去
悲
痛
な
り

　
　

元
気
な
頃
を
偲
び
祈
り
ぬ�

谷
口　

勝
義

短
歌
会
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

短
歌
会
で
は
、
町
内
外
の
皆
様
で
、
故
郷
へ
の
想
い
や
日
常
の

素
朴
な
題
材
を
詠
っ
た
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
永
田
：
63
︱
２
３
８
５
）

投　

稿　
　

東
串
良
町
短
歌
会　
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『
戸
籍
の
窓
』
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
役
場
住

民
課
窓
口
等
で
申
出
の
あ
っ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
企
画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

４
月
13
日
～
５
月
12
日

（
敬
称
略
）

町
社
協
だ
よ
り

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

年
齢

八
八

九
五

八
〇

八
〇

八
九

振
興
会

池
之
原
上
西

下
之
馬
場

溜

水

中

熊
之
馬
場
上

永

峯

下

お
誕
生
お
め
で
と
う

振
興
会

柏
原
一
上

氏　

名

安
莊　

玲れ
い
あ愛

保
護
者

孝
行

裕
子

氏　

名

西
　

ツ
ヤ

小
城　

一
枝

前
田　

潔

児
玉
た
み
子

楠
原
レ
イ
子

　
　
　
　
　
　
（
５
月
12
日
現
在
）

◎ 

香
典
返
し
と
し
て
、
次
の
方
々
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

▼
池
之
原
上
西
の
故･

西

ツ
ヤ
さ
ん
の

　

ご
遺
族
・
西

浩
昭
さ
ん
か
ら

▼
下
之
馬
場
の
故･

小
城
一
枝
さ
ん
の

　

ご
遺
族･
小
城
義
文
さ
ん
か
ら

▼
溜
水
中
の
故･

前
田
潔
さ
ん
の

　

ご
遺
族
・
前
田
ク
サ
子
さ
ん
か
ら

▼
熊
之
馬
場
上
の
故･

児
玉
た
み
子
さ
ん
の

　

ご
遺
族･

児
玉
秋
夫
さ
ん
か
ら

▼
永
峯
下
の
故･

楠
原
レ
イ
子
さ
ん
の

　

ご
遺
族･

楠
原
謙
一
さ
ん
か
ら

公営住宅情報
（平成 27 年 6月 10 日現在）

ただ今、入居者募集中 ! !

●�退去をされる方は、1ヶ月前までにご連絡ください。
◆�詳しくは、役場総務課財務係へお問い合わせください。
　☎６３－３１３１　内線 213

平成27年度 第４回定例教育委員会

日時：平成 27 年７月２日（木）
時間：午前 10 時～
場所：柏原小学校

【お問い合せ先】東串良町教育委員会

どなたでも御自由に傍聴していただくことができます。
ぜひお越しください！

※６月18日（木）まで

川西団地（随時）
１戸

熊之馬場住宅（随時）
松原団地（随時） ２戸

※松原団地
１戸※街道団地

※別府原団地

松原団地外観 間取り図

＊レディースの部　　７月�５日（日）
＊トリム（混合）の部　７月１２日（日）
開場（受付開始）　８：３０分　開会　９時
場所　リナシティかのや　３Fフィットネスホール

【お問い合せ先】  リナシティかのや
☎ 0994-35-1005

第９回リナシティカップ
ソフトバレーオープン大会
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こよみ CALENDAR
※変更される場合があります。ご注意ください。

●発行／東串良町企画課
〒 893 − 1693　鹿児島県肝属郡東串良町川西 1543　☎ 0994 − 63 − 3122　Fax　0994 − 63 − 3138
東串良町のホームページ　http://www.higashikushira.com/　E-mail　kikaku@higashikushira.com

日 行　　　　事 ごみ

日 行　　　　事 ごみ
28
日

貿易記念日

13
土

環境月間（６月）期間中
29
月

・いきいき体操（あそんもそ会）
　　　　　　福 AM9:30 ～

14
日

30
火

15
月

１
水

全国安全週間

16
火

・歯みがき教室　
保 PM1:00 ～

２
木

・第４回定例教育委員会�柏

17
水

・行政相談�総 �AM10:00 ～
３
金

　

18
木

・厚生連巡回健診�保 AM7:15 ～
（21日（日）まで）

４
土

・水稲航空防除

19
金

・高齢者大学６月学習会 ５
日

　

20
土

青少年育成の日
６
月

・肺がん健診保 AM9:00 ～
　　　　　  保 PM1:00 ～

21
日

父の日
家庭の日

７
火

・肺がん健診総 AM9:00 ～
　　　　　  改 PM1:00 ～

22
月

夏至
８
水

・結核レントゲン検診
　（13日（月）まで）

23
火

９
木

24
水

・母子健康相談
保 PM1:00 ～

10
金

25
木

11
土

世界人口デー

26
金

12
日

・ペンギン（両親）学級
保 AM9:00 ～

27
土

6/13　7/12

課　　　名 直通番号
住 民 課 ６３－３１０２
福 祉 課 ６３－３１０３
税 務 課 ６３－３１０９
会 計 室 ６３－３１２１
総 務 課 ６３－３１３１
企 画 課 ６３－３１２２
経 済 課 ６３－３１２３
建 設 課 ６３－３１２６
農 業 委 員 会 ６３－３１２９
議 会 事 務 局 ６３－３１３２
監 査 委 員 室 ６３－３１３２
管 理 課 ６３－３１３３
社 会 教 育 課 ６３－３１３４

東串良町役場ダイヤルイン番号

場　所

ごみ収集

池
柏
東
改
福

総
体
運
多
屋

役
保

役 場
保 健 セ ン タ ー
総 合 セ ン タ ー
総 合 体 育 館
町 民 運 動 場
多 目 的 広 場
屋内ゲートボール場
池 之 原 小 学 校
柏 原 小 学 校
東 串 良 中 学 校
改 善 セ ン タ ー
福 祉 セ ン タ ー
地域包括支援センター

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

（63）3131
（63）3131
（63）2122
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）2048
（63）8504
（63）2071
（63）8881
（63）4760
（63）0930

：市街地区ごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00

：農村地区ごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00

：その他燃やせないごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00

：ストックヤード（電池・電球・体温計等）
　AM7:00 ～ AM8:00

：資源ごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00

：資源ごみ中央収集
　AM9:00～PM12:00　PM1:00～PM4:00

清掃センター（６３）０１６８

福

水道漏水当番

日曜在宅医当番

消防案内　0994-43-0119（テープ）
日曜・祝日・夜間等

急患のための当番医です。
－火事・救急は『１１９』番へ－

６月の納税

※�公共料金の納付を口座振替で希望している方は残高
をご確認ください。

★納期限までに納入しましょう。

（6 月 30 日 ）口 座 引 落 日
町 県 民 税 （ Ⅰ　 期 ）

6 月 立 石 電 気 水 道 設 備 63-8439
7 月 ㈲ 宮 路 建 設 63-0507

63-20106月14日 新中須医院
63-213421日 山路医院

7月  5日 内村産婦人科 63-2521
63-852228日 児玉医院

63-808012日 はらだ整形外科


